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大阪府の私立高校無償化政策の
改善点とメリット

　
大
阪
府
の
私
立
高
校
無
償
化
政
策
に

つ
い
て
は
、
批
判
的
な
立
場
か
ら
の
コ

メ
ン
ト(

『
世
界
』
5
月
号
、
中
嶋
哲
彦

氏
論
文)

、
当
サ
イ
ト
に
て
当
時
の
政
策

担
当
者
側
か
ら
の
政
策
の
目
的
や
実
情

の
説
明(

室
井
俊
一
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー)

が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
私
立
高
校
無
償
化
批
判
を
繰

り
広
げ
ら
れ
た
中
嶋
氏
と
同
じ
教
育
行

政
学
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
教
育
委

員
会
制
度
を
専
門
と
さ
れ
る
中
嶋
氏
に

対
し
、
教
育
財
政
を
専
門
と
す
る
私
の

立
場
か
ら
は
、
批
判
も
重
要
だ
け
れ
ど

も
、
大
阪
府
の
私
学
無
償
化
の
プ
ラ
ス

の
要
素
に
つ
い
て
も
位
置
付
け
て
い
く

こ
と
が
、
教
育
を
通
じ
た
「
子
供
・
若

者
の
幸
福
」
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
い

う
主
張
と
な
り
ま
す
。

大
阪
府
で
の
私
立
学
校
無
償
化
に
つ
い

て
は
改
善
も
必
要
な
点
が
多
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
同
時
に
低
所
得
層
へ
の

進
学
機
会
の
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

全
都
道
府
県
に
普
及
す
る
べ
き
政
策
で

あ
る
と
も
評
価
し
て
い
ま
す
。

1.
大
阪
府
の
私
立
高
校
無
償
化
政

策
の
課
題
と
改
善
点
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等
の
厳
し
い
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
し
て
い

く
方
針
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
こ
う

し
た
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
は
防
止
さ
れ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
も
っ
と
も
府
立
学
校

の
側
も
統
廃
合
を
回
避
す
る
た
め
に
定

員
削
減
を
実
施
し
て
お
り
、
私
立
高
校

だ
け
で
な
く
公
立
学
校
の
側
の
モ
ラ
ル

ハ
ザ
ー
ド
も
厳
し
く
指
導
さ
れ
る
べ
き

こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
2
点
目
は
、
生
徒
や
保
護
者
に
対

し
、
学
校
選
択
に
十
分
な
情
報
が
提
供

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
課
題
で

す
。
公
立
7
：
私
立
3
と
い
う
7
・
3

枠
を
撤
廃
し
、
生
徒
や
保
護
者
の
学
校

選
択
行
動
を
重
視
す
る
こ
と
で
良
い
教

育
を
提
供
す
る
学
校
に
資
金
を
集
中
さ

せ
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
現
在
の

大
阪
府
の
高
等
学
校
政
策
の
中
心
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
公
立
私
立
問
わ

ず
、
良
い
教
育
を
提
供
し
生
徒
の
個
性

に
あ
っ
た
学
校
を
選
ぶ
こ
と
が
「
子
供
・

若
者
の
幸
福
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は

重
要
で
す
が
、
行
政
や
各
学
校
の
努
力

に
は
向
上
の
余
地
が
大
い
に
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
府
立
高
校
も

私
立
高
校
も
個
別
に
学
校
評
価
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
共
通
の
指
標
で
生
徒
が

学
校
の
校
風(

自
由
重
視
←
→
規
律
重

視)

や
教
育
の
特
徴(

少
人
数
指
導
、
課

外
学
習
の
有
無
、
学
校
行
事
へ
の
生
徒

参
加
度
等)

を
評
価
し
、
公
開
す
る
こ

と
で
、
生
徒
や
保
護
者
の
側
の
学
校
選

択
に
関
す
る
情
報
量
は
相
当
に
大
き
く

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
実
際
の

学
校
見
学
や
、
上
述
し
た
よ
う
に
定
員

超
過
等
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
情
報
も
提
供
す

る
こ
と
で
、
情
報
量
の
豊
富
な
学
習
塾

に
通
う
余
地
の
少
な
い
低
所
得
世
帯
で

あ
っ
て
も
、
生
徒
に
あ
う
良
い
学
校
選

択
に
つ
な
が
り
や
す
い
制
度
に
な
る
可

能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

2.
大
阪
府
の
私
立
高
校
無
償
化
の

メ
リ
ッ
ト

　
こ
う
し
た
改
善
点
は
か
か
え
つ
つ
も
、

な
お
大
阪
府
の
私
立
学
校
無
償
化
政
策

に
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

(1)
教
育
機
会
の
実
質
的
保
障

　
も
っ
と
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
室

井
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
強
調
さ
れ

て
い
た
よ
う
に
年
収
6
1
0
万
円
以
下

の
中
～
低
所
得
層
に
対
し
て
の
授
業
料

無
償
化
に
よ
り
私
立
高
校
へ
の
進
学
機

会
が
保
障
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
大
阪
府

に
限
ら
ず
都
市
部
で
は
、
私
立
高
等
学

校
の
生
徒
数
比
率
が
高
く
、
高
学
力
層
、

中
学
力
層
、
低
学
力
層
の
い
ず
れ
の
学

力
レ
ベ
ル
で
も
、
公
立
学
校
の
み
の
受

験
で
は
確
実
な
進
学
機
会
は
確
保
さ
れ

ま
せ
ん
。
私
立
学
校
と
の
併
願
も
し
く

は
専
願
に
よ
り
進
学
先
を
確
保
す
る
入

試
制
度
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
構
築
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
大
阪
府
で
も
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後

の
家
計
急
変
に
よ
り
、
公
立
の
定
時
制

高
校
で
初
め
て
不
合
格
者
が
出
る
な
ど

の
事
態
が
発
生
し
、
低
所
得
層
は
私
立

高
等
学
校
へ
の
選
択
も
ま
ま
な
ら
な
い

な
ど
の
危
機
的
状
況
で
あ
る
と
い
う
分

析
が
、
私
立
学
校
無
償
化
政
策
の
出
発

点
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
は
、
低
所

得
層
に
対
し
て
も
私
立
学
校
へ
の
進
学

機
会
が
保
障
さ
れ
な
い
限
り
、
高
等
学

校
の
進
学
が
「
機
会
均
等
」
で
あ
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
大
阪
府
の
私
立
高
校

無
償
化
は
、
経
済
的
な
ハ
ー
ド
ル
な
し

　
ま
ず
、
大
阪
府
の
私
立
無
償
化
政
策

の
課
題
と
改
善
点
は
大
ま
か
に
言
う
と2

点
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
１
点
目
は
、
定
員
超
過
問
題
で
す
。

朝
日
新
聞(

5
月
25
日
・
大
阪
版
・
34
面)

で
報
道
さ
れ
た
よ
う
に
、
私
立
高
校
無

償
化
2
年
目
の
入
試
の
結
果
、
私
立
高

校
95
校
の
う
ち
20
校
で
、
在
校
生
の
合

計
人
数
が
府
の
認
め
た
収
容
定
員
を
上

回
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
生

徒
数
に
応
じ
て
補
助
金
を
獲
得
す
る
と

い
う
私
学
無
償
化
の
シ
ス
テ
ム
の
も
と

で
、
本
来
で
あ
れ
ば
魅
力
あ
る
教
育
を

提
供
す
る
こ
と
で
生
徒
を
集
め
る
べ
き

高
校
が
、
定
員
を
超
過
さ
せ
て
合
格
す

る
と
い
う
安
易
な
手
法
に
は
し
っ
て
し

ま
っ
た
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド(

倫
理
欠
如)

の
行
動
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
私
立
学
校
振
興
助
成
法
で
は
、
定
員

超
過
し
た
場
合
に
は
補
助
金
の
削
減
や

返
納
が
求
め
ら
れ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
制
度

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
府
も
現

在
調
査
中
と
の
こ
と
で
す
が
、
私
立
高

校
の
定
員
超
過
に
対
し
て
は
、
法
令
に

も
と
づ
き
支
援
金
や
補
助
金
を
削
減
す

る
だ
け
で
な
く
、
学
校
名
を
公
表
す
る



3 Copyright © Morigami Kyoiku Kenkyujyo. All Rights reserved.

こ
と
に
よ
り
、
私
立
学
校
側
も
財
政
上

の
予
測
や
見
通
し
が
立
て
や
す
く
な
る

と
い
う
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
従
来
の
私
学
助

成
は
府
の
財
政
状
況
に
伴
っ
て
、
年
度

に
よ
り
急
に
減
額
さ
れ
る
な
ど
不
安
定

な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
行
の
パ
ー

ヘ
ッ
ド
配
分
は
5
年
間
の
継
続
の
方
針

が
大
阪
府
か
ら
示
さ
れ
て
お
り
、
補
助

金
・
支
援
金
収
入
の
安
定
化
と
い
う
面

か
ら
も
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
る
と
い
う

評
価
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
教
育
機
会
の
実
質
的
保
障
と

い
う
視
点
か
ら
は
、
大
阪
府
以
外
で
の

私
学
無
償
化
政
策
を
拡
充
し
て
い
く
こ

と
は
、
国
全
体
の
教
育
の
機
会
均
等
と

い
う
観
点
か
ら
は
重
要
な
こ
と
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
大
阪
府
と
隣
接
す
る
京
都

府
で
も
、
年
収
5
0
0
万
円
未
満
の
家

計
に
対
す
る
私
立
高
等
学
校
無
償
化
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
2
つ

の
府
の
間
で
の
越
境
入
学
者
等
の
無
償

化
に
つ
い
て
の
相
互
協
力
制
度
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
事
例
が
全
国
的
に
ひ
ろ
が
れ
ば
家

計
の
所
得
に
よ
り
進
学
機
会
を
制
限
さ

れ
る
子
ど
も
は
、
限
り
な
く
少
な
く
な

る
は
ず
で
す
。

　
た
だ
し
、
大
阪
府
で
生
じ
た
私
立
高

校
の
定
員
超
過
や
、
府
立
高
校
の
定
員

削
減
な
ど
、
保
護
者
や
生
徒
の
不
安
に

つ
な
が
る
よ
う
な
課
題
は
、
改
善
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
立
高
校
も

公
立
高
校
も
、
生
徒
に
よ
り
良
い
教
育

と
進
路
を
保
障
す
る
と
い
う
、
高
等
学

校
教
育
の
本
質
を
見
失
わ
ず
、
協
力
し

て
生
徒
や
保
護
者
へ
の
情
報
提
供
や
、

定
員
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
も

重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
以
上
）

に
、
公
立
高
校
も
私
立
高
校
も
自
由
な

学
校
選
択
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
、
教
育
機
会
の
実
質
的
保
障
と
い
う

意
味
で
は
、
他
の
都
道
府
県
で
は
到
達

し
て
い
な
い
高
い
レ
ベ
ル
の
機
会
均
等

政
策
と
し
て
評
価
で
き
る
の
で
す
。

(2)
私
学
助
成
の
配
分
ル
ー
ル
の
透
明
化

と
安
定
化

　
私
立
学
校
無
償
化
政
策
に
は
、
も
う

1
つ
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
補
助
金
を
生
徒
数
に
応
じ
た
パ
ー

ヘ
ッ
ド
配
分
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
私

立
学
校
間
の
経
常
費
補
助
の
配
分
ル
ー

ル
が
、
府
側
に
も
私
立
学
校
側
に
も
明

確
に
な
っ
た
点
で
す
。
室
井
氏
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
従
来
の
私
学
助
成

制
度
の
も
と
で
は
、
生
徒
単
価
に
す
る

と
2
0
0
9
年
度
で
約
4
倍
の
格
差
が

私
立
学
校
間
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
私
立
学
校
関
係
者
か
ら
見
る
と
、

ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
り
発
生
し
た
格

差
な
の
か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。

　
し
か
し
生
徒
数
と
家
計
所
得
に
応
じ

た
配
分
と
い
う
ル
ー
ル
が
明
確
で
あ
る


